
川崎市内の介護サービス事業所様にお声掛けして、「こんなふうに社会参加されている」という事例を

教えていただきました。

「もしかしたら、あの方にもご提案できるかもしれない！」、「そういえば、以前は同じように通われていることろがあったな」

など、ヒントになるものがあればと思います。

また、これからも「いろいろな社会参加の形」をお聞かせいただき、ご紹介できればと思っておりますので、ご覧ください。

改善前 改善後

要介護2 要支援２ 82 女

【着付けの先生に復帰】

  着付けの先生に復帰。月2回できるようになった。

また、電車に乗って、友人・姉妹とも食事会に出かけられる

ようになった。

腰椎圧迫骨折にて、2か月入院し、リハビリを経て在宅へ戻った。

両下肢のむくみ、痛み等があり、立つ姿勢を保つこともやっとだった。

ベッド貸与、介助バー貸与にて圧迫骨折の再発予防につとめ、通所リハビリ

に週2回通い、リハビリを継続したことにより、外出できる体力をつけることが

できた。

要介護度
年齢 性別 社会参加となった内容 きっかけと参加への道のり

いろいろな社会参加の形


